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教育実習Ｉ（幼） 幼稚園 ２ 












































施設実習指導Ⅰ ～３年次後期） １ 
保育所実習Ｉ 保育所 ２ 













保育所実習Ⅱ 保育所 ２ 


















































































基 本 実 習 アドバンスド実習 
教育実習Ｉ（幼） 幼稚園教育実習Ⅰ 幼稚園教諭１種免許状 
必修 教育実習Ⅱ（幼） 幼稚園教育実習Ⅱ 
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保育所実習Ⅰ 保育所実習Ⅰ 保育士資格 
必修 施設実習Ⅰ 施設実習Ⅰ 
保育所実習Ⅱ 保育所実習Ⅱ 保育士資格 







































  1)観察実習のための事前指導 
  ・幼稚園や保育所の目的と子どもの園生活について 
  ・保育者の役割と業務内容について 


















































































  4)保育士の業務内容や倫理を，実践的に学ぶ。 
























  ＜乳児院＞ 
    児童福祉法第37条にもとづく施設で，虐待等家庭環境上の要因から乳児（1歳未満）や，場合により就学前
の幼児を保護養育する施設である。保護者に対する子育て支援や里親委託に向けた相談援助も行っている。 
  ＜母子生活支援施設＞ 
    児童福祉法第38条にもとづく施設で，ＤＶや母親の精神疾患等の要因から子育ての支援を要する母子を保護
し，母親の生活や就労支援等の自立支援を行う施設である。子どもは，幼児の場合は施設内で保育され，学齢児
童は近隣の学校に通学している。 
  ＜児童養護施設＞ 


























































































































































































   ①実習生個人票の作成 
   ②誓約書への署名と捺印 
   ③健康診断書の発行…毎年度はじめに大学で実施する集団検診を受診すること。 
すべての実習先に診断書の提出を要請されることから，大学発行の「健康診断書」を必ず提出する。 
   ④実習中の授業についての授業欠席届（教務課に届けて，実習開始1週間前までに受講科目担当教員へ提出す
ること。なお，事前オリエンテーション及び終了後の御礼や日誌（実習の記録）の受領などは，公欠の扱
いにはならないので注意すること。） 
   ⑤訪問指導教員への挨拶と訪問日時の調整（関西圏内での実習の場合） 
   ⑥現地オリエンテーション（後述）に向けた日程調整 













  (2)大学から発送・用意する書類 
   ①実習依頼状 
②実習受け入れの内諾書・承諾書    
③実習委託費振込口座確認書         ※①～④ は，施設実習の場合，年度初めに発送 
④その他，要望事項調査票 
⑤返送用返信用レターパック 
⑥実習評価票             




   ①実習委託費および実習中の給食費，交通費，宿泊費等の実費を含めて，学生の自己負担である。 












  ①実習先の特性（設置，運営の理念や沿革，子どもの特性，職員体制等） 








  ※特に施設実習の場合，早番，遅番への対応可能性の打ち合わせ 
  ※特別な事情により，バイク，自家用車等を使用する場合の打ち合わせと注意事項 
  ⑥日々の実習時間（特に初日と最終日），休日，本学教員の訪問指導の日程 












































































































































































（保育所・幼稚園実習用）実 習 日 誌 （見本）    ２０２ 年度 
奈良学園大学 
月  日  曜日 天候 
実習生氏名 
担任氏名 
組                                   歳児 
出席数 









































































































           
検印 
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（施設実習用）  実 習 日 誌 （見本）     ２０２ 年度 
奈良学園大学 
施設名・配属先 実習生氏名 
























































































































                        保 育 指 導 案 (例)     ２０２ 年度 
奈良学園大学 
 
   月   日  曜日 天候 
実習生氏名 
担任氏名 































































   実習は，大学の授業科目であるとともに，保育現場において，普段の座学では得られない子どもや保育の実際
を，実体験を通して学ぶ絶好の機会である。この貴重な学外実習を通して「何を学ぶのか」という自らの実習課
題を明確に立て，積極的に現場から学び取る姿勢で真摯に臨む必要がある。 
 (2)子どもとの受容的・応答的関係 
子どもとの関係は，受容的・応答的な対応が基本となる。子どもに寄り添い，その言葉や気持ちを丁寧に聴き
取りつつ，実習生自身の気持ちを誠実に伝えることが大切である。また，一人ひとりのニーズや子ども同士の関
係性を考慮して，大学で学んできたことを生かした専門的かつ適切な対応を考えて，試してみるとよい。 
 (3)教職員等に対する誠実な対応と受け答え 
実習先は，多忙な日常業務の中で実習生を受け入れている。実習生は，このことに感謝するとともに，施設長
や実習指導担当職員はもちろん，すべての職員に対して礼儀をわきまえ，その指導・助言に誠実に対応する姿勢
が求められる。また，保護者等に対しては，実習生であることを明示してしっかりと対応するように心がける。 
２．健康管理と安全配慮 
(1)実習生自身の健康管理 
①健康管理に留意し，心身ともに元気に実習が勤められるように心がける。 
②実習を機会に，感染症（麻疹，風疹，水痘，流行性耳下腺炎等）の履歴を確認し，必要に応じて，実習年度に
は麻疹やインフルエンザ等の予防接種をしておくこと。 
③食物アレルギー等があれば事前に実習先に伝え，給食等の配慮を要望するようにすること。 
(2)子どもに対する安全配慮 
①子どもの安全は，最優先事項である。日常の遊びや活動においては，子どもの安全確保と健康管理に十分注意
し，気づいたことは実習指導担当職員に報告すること。 
②危険を伴う活動に参加する場合は，実習指導担当職員の指導に従って行うこと。 
③体罰，暴言など，子どもの心身に意図的に苦痛を与える行為は，決して許されるものではない。 
④ピアス，ヘアピン，ブローチ，腕時計など，子どもに危害を与えるおそれのある装飾品は身に着けず，爪や髪
型，服装，名札などについても，子どもの安全を最優先に配慮して整えること。 
 ３．実習中の病気・事故等への対応 
 (1)病気・事故等への対応の原則 
①実習中（通勤途上を含む）に実習の正常な進行を妨げるような病気に罹患した場合または事故が生じた場合も
しくは実習の遂行が困難な心身の状態に陥った場合などには，ただちに実習先と大学の両者に連絡し，指示を
仰ぐこと。 
②大学への連絡は，担当教員（訪問指導教員または当該実習担当教員）と教務課（土・日・祝日は不通）の両者
に連絡する。 
③実習中は，不慮の事故等に備えて保険証（家族共用の場合はコピーでもよい）を携行すること。また，学生証
など，身分や連絡先がわかるようなものも所持しておくこと。連絡先には，実習中の緊急電話番号も個人票に
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明記しておくようにする。 
④欠席した場合の不足日数の扱いについては，実習先と大学で最終的に協議して対応・決定する。 
 (2)対応を要する事態の例 
①実習中または実習直前に下痢，発熱，インフルエンザ，新型コロナ等の症状が出た場合。 
②通勤途上での事故等により当日の実習に遅刻，欠勤せざるを得ない事態が生じた場合。 
③子どもとの関わりの中で，実習生が子どもにケガを負わせた場合。 
④実習生自身が通院や入院を要するケガをした場合または病気になった場合。 
⑤その他，不測の事態が生じ，実習先または大学の指示を仰ぎたい場合。 
 (3)病気・事故の補償 
①実習中の事故による実習生の損害（医療費等）は，学生教育研究災害傷害保険（入学時加入）で補償される。 
②実習生の過失によって子どもや実習先に損害（医療費，修繕費等）を与えた場合は，学研災付帯賠償責任保険
（入学時に加入）で補償される。 
③上記の保険を使う必要のある事故が発生した場合は，すみやかに大学と実習担当者に連絡すること。 
 (4)例外的事態への対応 
①実習が辛く，続けられなくなった場合は，当該実習担当教員にすみやかに相談すること。 
②実習先の職員から暴力，無視，いやがらせ，その他のハラスメントを受けた場合は，すみやかに大学側に報告
し，指示を仰ぐこと。我慢して実習を続けることがないようにする。 
③実習先から，実習生による故意の事故や子どもの人権を侵害する行為について連絡があり，大学としてその事
実を確認できた場合は，実習先との協議により，当該実習生の実習を延期または中止することがある。 
４．守秘義務 
 (1)守秘義務とは 
①保育所など児童福祉施設や幼稚園の教職員は，そこに通園，入園している子どもの特性や家庭環境などプライ
バシーに関わる高度な個人情報を知り得る立場にあり，また，知ることによって専門的業務が成り立つもので
ある。ただし，これを関係者以外に漏らしてはならない。これは，専門職に厳しく求められる職業倫理の一部
である。退職や離職しても同様である。 
②実習生も，実習を通して，子どもとその保護者の個人情報その他の秘密事項（子どもや保護者への対応，関係
機関との連携において慎重な対応を要するケースの方針等を含む）を知り得る立場になることから，厳しく「守
秘義務」が課せられることになる。過去にそれを守られずに，先方などからクレームを受けた学生があったこ
とから，特に気をつけたい。学校の信用問題に発展する可能性があるので，注意すること。 
 (2)守秘義務遵守のための具体的留意事項について 
①子どもの個人情報については，帰宅後も，家族等に決して話してはならない。家族に同業の専門職従事者がい
て，専門的助言を得ることが可能な場合も同様である。 
②通勤形態の実習では，電車内などで実習日誌が見える状態にしないよう，十分に注意すること。また特に，実
習先に複数の実習生が配属された場合には，通勤途上で子どものことや実習先のことを話さないよう，お互い
に注意し合うこと。 
③実習日誌の記述や実習関係の記録にパソコンを使用したい場合は，実習先の許可を得ておくこと。許可された
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場合でも，ネットワークから切断した状態で使用し，また，紛失の恐れのあるUSBメモリなどは，絶対に使用
しない。 
④実習の様子や教材等を写真に撮る場合は，必ず実習先の許可を得ること。携帯電話やスマートフォン等を，無
断で保育活動に持ち込むことは禁止されており，基本的に持ち込む必要はない。 
⑤実習先で知り得た個人情報はもちろん実習先で起こった出来事などを，電子メールやインターネット上で発信，
交換してはいけない。とりわけ，LINE，twitter，Facebook，Instagram等のソーシャルネットワークサービス
（SNS）に，実習先の映像や子どもが映っている写真・動画等を投稿すること，および，その危険がある行為
は，絶対に避けること。過去にこういうことを軽はずみにしてしまった事案があり，外部や園から大学に直接
クレームが来たことがある。 
⑥実習日誌等における子どもの固有名詞の記載方法については，実習指導担当職員の指導に従い，個人が特定さ
れないようにイニシャルを利用するなどの配慮を行う。なお，個人が特定されない限り，個人情報そのものの
記載が制約されることはない。 
⑦実習日誌を含む「実習の記録」は，個人情報を含むものであり，実習生の責任において厳重に保管・管理しな
ければならないものである。万一紛失した場合には，すぐに実習先と大学に連絡し，その指示を仰ぐようにす
ること。 
⑧実習生が自身の電話番号やメールアドレス，住所等を子どもに教えること，また，子どもとの間で金品等を個
人的に供与しあうなど，子どもと私的なつながりを持つこと，タバコの喫煙，アルコール類の飲酒など，風紀
良俗を乱すことなどは，決して行ってはならない。 
 (3)守秘義務の例外事項について 
①実習先において，体罰等，教職員による子どもの人権侵害行為を発見した場合は，守秘義務を免除される。逆
に実習生には，その事実を管轄の児童相談所等に通告する義務が生じる。現実的には，実習生は，その事実を
まず実習先の園（施設）長に報告し，園（施設）に対応を委ねること。園（施設）としての適切な対応が見ら
れない場合，または園（施設）長が当事者の場合は，大学の当該実習担当教員に報告すること。実習生からの
告発として，実習担当教員から児童相談所等に通告する。実習生は，告発や通告によって，実習中止などの不
利益を受けることにはならない。必要な場合は，大学の責任で別の園（施設）での実習先を確保する。 
②実習中に，子どもや教職員あるいは保護者との関係で，実習生としてどう対応してよいか困ることなどが生じ，
実習指導担当職員や園（施設）長に聞いても解決できない場合，または問題の性質上尋ねるのが適切でない場
合やもしくは聞きにくい場合などには，大学の実習担当教員にすぐに相談すること。困っている問題が個人情
報に立ち入らざるを得ない場合，守秘義務を免れることができる。この場合，責任は当該教員が負うこととな
る。なお当然のことながら，安易に友人等に相談することは厳しく慎むこと。 
③実習の事後指導での振り返り（反省会や報告会）において，実習先での子どもの様子や家庭背景，保育者の対
応などについて具体的に報告することは，個人が特定されない限りは全く問題はない。また，振り返りの場で
出された個別ケースに関する情報は，実習指導の枠内にとどめられ，その場に限って共有されるものとする。 
５．災害等緊急時の対応 
(1)地震，火災などの緊急時の対応については，実習先のマニュアルおよび園（施設）長の指示に従うこと。 
(2)緊急時において，対応マニュアルや園（施設）長の指示が確認できない場合，実習生としては，自分の身を守る
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ことを最優先に行動すること。また，可能な限り，実習先の職員に協力して子どもの生命・安全の確保に率先し
て従事すること。 
(3)台風の接近など予め予想される事態については，園（施設）長の指示が優先される。通勤形態の実習で，特に園
（施設）長の指示がない場合，大学の授業の休講措置に準じて対応するように行動すること。すなわち，実習先
の地域に「暴風警報」が発令されている場合は当日の実習は中止，午前6時までに警報が解除された場合は定時
に，午前10時までに解除された場合は午後から出勤となる。また，このことを実習先に事前によく伝えておくよ
うにする。 
(4)実習中に事故，事件，災害等の緊急事態が発生した場合，事態（特に被害が生じた場合の状況）および対応（欠
勤など勤務状況を含む）の概要について，必ず大学（教務課および訪問指導教員または当該実習担当教員）に報
告すること。 
６．その他の留意事項 
 (1)訪問指導について 
①関西圏内で実施される実習については，実習期間中に大学の教員による訪問指導（巡回指導と言う場合もある）
が行われる。学生は，訪問指導教員が決まった時点で，当該教員と面談して訪問日時の調整等を行うこと。実
習中に訪問指導日程を変更する必要が生じた場合は，すみやかに訪問指導教員に連絡して，再調整すること。 
②訪問指導教員は，訪問日までに実習生が感じた疑問や困難あるいは感動体験等に応答するとともに，実習前に
設定した実習課題の達成状況を確認して実習終了までの見通しを指し示すための指導・助言を行う。 
③実習生は，訪問指導の機会に，実習上の悩み，特に実習先の指導者には言いにくかったり，尋ねにくかったり
することなどを積極的に相談するようにする。また，実習日誌の書き方など事務手続き上の疑問がある場合な
ども相談して，解決するとよい。 
④訪問指導教員は，実習先に対しては，実習指導へのお礼とともに，実習指導担当職員や施設長として感じてい
る実習生の状況や課題，実習のプログラムや大学の実習指導のあり方等について協議を行う。 
⑤訪問指導教員は，教務課とともに，実習期間中における実習生との連絡窓口となる。実習生は，大学への報告，
連絡が必要となった場合，まず，訪問指導教員に連絡すること。訪問指導教員に連絡が取れない場合には，当
該実習担当教員に連絡する。なお，関西圏外で実施される実習については，当該実習担当教員が連絡窓口とな
る。 
 (2)実習期間中における授業，課外活動，就職活動，アルバイト等について 
①実習期間中は実習を最優先し，期間中の休日を含め，課外活動，就職活動，アルバイト等の活動を原則として
入れないよう予定を組むようにすること。 
②実習期間中における通常の授業は，欠席扱いになる。実習開始1週間前までに，該当授業の担当教員に公欠届
を提出すること。 
③実習期間中に保育士や福祉職員および教員の採用試験（面接等を含む）がある場合，試験の日程が決まった時
点で（実習開始前後にかかわらず），実習先と訪問指導教員（または当該実習担当教員）およびキャリアセン
ターに報告すること。実習先の了解のもとで，実習を中断して採用試験等を受けることができる。なお，中断
した実習日数については，原則として補充の実習期間を設けられる。補充実習が不可能もしくは不適切である
場合は，実習期間の不足分を成績に反映させることになる。 
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④実習期間中に実習以外を優先したり，勝手にアルバイトをしたり，一般企業の採用試験（インターンシップや
面接などを含む）を受けることは，絶対に認められない。 
 (3)その他 
①通勤形態の実習における通勤手段は，徒歩および公共交通機関が原則である。自転車，バイク，自家用車等を
使う合理的理由や特別の配慮の事情がある場合，実習先および大学の許可を得た上で利用の許可を願い出るこ
と。ただし，その場合，両者の許可が得られたとしても，通勤途上での事故に対する学生教育研究災害傷害保
険は適用されない場合がある。なお，徒歩，公共交通機関での通勤途上の事故は，同保険の対象となる。 
②宿泊形態の実習は，実習初日の勤務開始時間により，前日夜から宿泊することがある。また，実習中の休日に
帰宅する場合は，休日明けの勤務開始時間に間に合うようにしっかりと事前に計画を立てて，健康維持・管理
に努めること。 
③保育所・幼稚園実習において，園児送迎バスへの添乗を求められた場合，大学としては，実習生は添乗しない
よう指導していることを伝えて，断わるようにすること。 
④実習最終日の「実習の記録」の提出方法，点検後の受取方法については，実習指導担当職員と確認しておくこ
と。 
⑤その他，疑問点や気づいたことがあれば，実習指導の時間に実習担当者まで申し出ること。また，実習を通し
て気づいた留意事項などは，事後指導で積極的に提起して，適切なアドバイスを受けること。 
 
Ⅸ．おわりに 
 このように，奈良学園大学人間教育学部人間教育学科人間教育学専攻の幼稚園専修が取り扱う学外実習というもの
は，たいへん多岐にわたっている。専修の教員がそれぞれに各科目で指導するだけでなく，事前事後指導の担当者が
実習指導のチームとしての役割や機能を果たし，実習園との連絡・調整を図り，円滑な実習運営及び指導が求められ
る。 
特に，今年（2020）度は，新型コロナウィルス感染症（Covid-19）により，受け入れてくださる園や実習に出向く
学生をめぐる状況も，極めて流動的かつ危機的な情勢である。だからこそ，こういった資料や材料が，有効度を増し
ていくのだと考えているところである。 
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